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語文98(2012・ 6大阪大学国語国文学会)

オ
型
謙
譲
語
の
用
法
の
歴
史

―
―
受
益
者
を
高
め
る
用
法
を
め
ぐ

っ
て
―
―

一　

は
じ
め
に

現
代
語
の
謙
譲
語
形
式

「
お
―
す
る
」
は
、
接
続
す
る
動
詞
の
補
語
に
高

め
る
べ
き
人
物

（以
下
、
上
位
者
と
す
る
）
を
と
る
際
に
用
い
ら
れ
る
。
菊

地

（
一
九
九
四
）
も

「
お
―
す
る
」
（謙
譲
語
Ａ
）
は
、
「補
語
を
高
め
る

（同
、
二
五
六
と

と
述
べ
る
。

（
１
）

今
か
ら
私
が
先
生
に
お
会
い
し
て
き
ま
す
。
［上
位
者

（先
生
）
＝

補
語

（
二
格
と

し
か
し
、
現
代
語
の
謙
譲
語

「
お
―
す
る
」
は
接
続
す
る
動
詞
の
補
語
に

人
物
が
想
定
で
き
な
い
と
き
も
用
い
ら
れ
る
。

（
２
）
ａ

［先
生
が
両
手
で
荷
物
を
持

っ
て
い
て
ド
ア
の
前
に
立

っ
て
い
た

の
で
］
研
究
室
の
ド
ア
を
お
開
け
し
た
。

ｂ
＊
先
生
に
開
け
る
。

（３
）
ａ

［先
生
に
東
京
に

一
二
時
に
着
く
に
は
何
時
の
新
幹
線
に
乗
れ
ば

よ
い
か
尋
ね
ら
れ
た
。
］
少
し
お
待
ち
く
だ
さ
い
。
今
か
ら
お
調

森

勇

太

べ
し
ま
す
。

ｂ
＊
先
生
に
調
べ
る
。

（
２
）
「
開
け
る
」
（
３
）
「
調
べ
る
」
は

（
２ｂ
）
。
（
３ｂ
）
で
示
す
よ
う
に
動

詞
の
補
語
に
上
位
者
が
想
定
で
き
な
い
。
先
行
研
究
に
お
い
て
、
こ
の
よ
う

な
表
現
は

「～
の
た
め
に
」
に
あ
た
る
人
物

（受
益
者
）
を
高
め
る
表
現
と

さ
れ
る

（蒲
谷

一
九
九
二
、
菊
地

一
九
九
四
等
）
。
し
か
し
、
「～

の
た
め

に
」
は
動
作
の
種
類
に
関
わ
ら
ず
ど
の
よ
う
な
文
で
も
用
い
ら
れ
る
要
素
と

考
え
ら
れ
る
か
ら
、
こ
の
現
象
は

「動
詞
の
補
語
」
と
い
う
規
定
が
ど
の
レ

ベ
ル
の
補
語
ま
で
を
含
む
の
か
曖
昧
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

本
稿
で
は
、
「
お
―
す
る
」
及
び
、
そ
の
も
と
と
な

っ
た
形
式

（「
お
―
申

す
」
等
、
小
松

一
九
六
七
）
を

一
括
し
て

「
オ
型
謙
譲
語
」
と
し
、
そ
の
歴

史
的
変
化
を
考
察
す
る
。
具
体
的
に
は
、
（２
）
ｏ
（３
）
の
よ
う
に
補
語
に

上
位
者
を
と
ら
な
い
動
詞
で

「
お
―
す
る
」
を
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、

近
世
後
期
以
降
で
あ
る
こ
と
を
示
し
、
そ
の
用
法
の
拡
張
に
は
、
利
益
の
表

し
方
に
関
す
る
語
用
論
的
制
約
が
影
響
し
て
い
る
こ
と
を
述
べ
る
。



本
稿
の
構
成
を
以
下
に
述
べ
る
。
ま
ず
、
二
節
で
は
現
代
語
の
オ
型
謙
譲

語
の
機
能
に
つ
い
て
述
べ
る
。
三
節
で
は
オ
型
謙
譲
語
の
歴
史
を
調
査
し
、

「
受
益
者
を
高
め
る
」
用
法
が
近
世
後
期
以
降
に
成
立
し
て
い
る
こ
と
を
主

張
す
る
。
四
節
で
は
三
節
で
見
ら
れ
た
変
化
の
要
因
に
つ
い
て
述
べ
る
。
最

後
の
五
節
は
ま
と
め
で
あ
る
。

¨
一　
オ
型
謙
譲
語
の
定
義
と
用
法

二

・
一　

オ
型
謙
譲
語
の
定
義

本
稿
で
は
オ
型
謙
譲
語
を

（
４
）
の
よ
う
に
定
義
す
る
。

（
４
）

オ
型
謙
譲
語
―
接
頭
辞

「
お
」
＋
主
要
語

（動
詞

・
動
名
詞
）
＋
下

接
語

「
申
す

（等
と

主
要
語
は
、
接
頭
辞
オ
と
下
接
語
の
間
に
位
置
し
て
述
部
の
基
本
的
意
味

（菊
地

一
九
九
四
）
を
担
う
動
詞
連
用
形
や
動
名
詞

（影
山

一
九
九
二
）
と

定
義
し
て
お
く
。

「会
う
」
を
例
と
し
て
オ
型
謙
譲
語
の
形
式
を
挙
げ
る
と
、
「
お
会
い
申

す
」
「
お
会
い
申
し
上
げ
る
」
「
お
会
い
致
す
」
「
お
会
い
す
る
」
な
ど
が
該

当
す
る
。

一
Ｔ

一
一　
オ
型
謙
譲
語
の

「
受
益
者
を
高
め
る
用
法
」

ま
ず
、
議
論
の
前
提
と
し
て
、
現
代
語
の
オ
型
謙
譲
語
が
ど
の
よ
う
な
環

境
で
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
整
理
し
て
お
く
。
謙
譲
語
は
基
本
的
に
、

主
要
語
の
補
語
に
と
る
人
物
を
高
め
る
表
現
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（５
）
ａ
　
先
生
に
会
う
。

ｂ
　
先
生
に
お
会
い
す
る
。

（６
）
ａ
　
私
は
八
時
の
特
急
に
乗
車
し
ま
す
。

ｂ
＊
私
は
八
時
の
特
急
に
ご
乗
車
し
ま
す
。（菊

地

一
九
九
四
、
二
七
六
）

（
５
）
で
は
、
主
要
語

「
会
う
」
の
二
格
に
人
物
が
と
れ
る
た
め
、
オ
型

謙
譲
語
は

「先
生
」
を
高
め
る
表
現
と
し
て
成
立
す
る
が
、
（
６
）
で
は
、

「乗
車
」
は
補
語
に
人
物
を
と
れ
る
動
名
詞
で
は
な
い
た
め
、
「
ご
乗
車
す

る
」
と
い
う
表
現
が
容
認
さ
れ
な
い
。

次

に
、
オ
型
謙
譲
語
が
高
め
る
補
語
の
範
囲
を
整
理
し
て
お
く
。
菊
地

（
一
九
九
四
）
の
記
述
に
よ
り
、
現
代
語
の
オ
型
謙
譲
語
の
様
相
も
確
認
し

て
お
く
。
菊
地

（
一
九
九
四
）
は

「
お
―
す
る
」
に
お
い
て
上
位
者
を
と
る

主
要
語
の
格

（補
語
）
を
以
下
の
よ
う
に
示
す

（挙
例
は
筆
者
に
よ
り

一
部

省
略
し
た
）
。

（
７
）
ａ
　
二
格
―
お
会
い
す
る
、
お
祈
り
す
る
、
お
売
り
す
る
、
お
送
り
す

る
、
お
教
え
す
る
、
お
返
し
す
る
、
等
。

ｂ
　
ヲ
格
―
お
諌
め
す
る
、
お
祝
い
す
る
、
お
送
り
す
る
、
お
起
こ
し

す
る
、
お
探
し
す
る
、
等
。

ｃ
　
卜
格
―
お
別
れ
す
る
、
ご

一
緒
す
る
、
ご
契
約
す
る
、
等
。

ｄ
　
カ
ラ
格
―
お
預
か
り
す
る
、
お
い
と
ま
す
る
、
お
受
け
す
る
、
等
。

ｅ
　
ニ
ツ
イ
テ
ー
お
噂
す
る
、
お
聞
き
す
る
。

ｆ
　
タ
メ
ニ

［７

‥
。の
た
め
に
」
を
高
め
る
］
―
お
開
け
す
る
、
お

祈
り
す
る
、
お
書
き
す
る
、
お
探
し
す
る
、
お
調
べ
す
る
、
お
出

し
す
る

（取
り
出
す
／
郵
便
を
出
す
）
、
お
作
り
す
る
、
お
取
り



す
る

（物
を
／
食
事
を
）
、
お
取
り
寄
せ
す
る
、
お
直
し
す
る
、

お
払
い
す
る
、
お
引
き
受
け
す
る
、
お
持
ち
す
る
、
お
読
み
す
る
、

ご
用
意
す
る
　
　
（以
上
、
菊
地

一
九
九
四
、
二
八
三
―
二
八
六
）

こ
の
中

で
、
注
目
さ
れ
る
の
は
、
（
７ｆ
）
の

「
～
タ
メ
ニ
」
を
高
め
る
用

法
で
あ
る
。
他
の
用
法
が
高
め
て
い
る
の
は
主
要
語
の
必
須
補
語

（寺
村

一

九
八
二
、
八
二
）
で
あ
り
、
主
要
語

の
補
語
に
必
ず
人
物
が
と
れ
る
が
、

（
７ｆ
）
の
主
要
語
に
は
そ
も
そ
も
補
語
に
人
物
が
と
れ
な
い
、
あ
る
い
は
、

と
れ
た
と
し
て
も
必
須
補
語
で
は
な
い
。

（
８
）
ａ
＊
先
生
に
調
べ
る
。

ｂ
　
少
し
お
待
ち
く
だ
さ
い
。
今
か
ら

（先
生
の
た
め
に
）
お
調
べ
し

ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
余
３
）
再
掲
）

（９
）
ａ
　
先
生
に
お
菓
子
を
作

っ
た
。

ｂ
　
先
生
に
お
菓
子
を
お
作
り
し
た
。

（
８
）
「
調
べ
る
」
は
そ
も
そ
も

二
格
や
他
の
補
語
に
人
物
を
と
り
に
く
い

よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
オ
型
謙
譲
語
で
用
い
る
こ
と
は
許
容
さ
れ
る
。
ま
た
、

（９
）
「作
る
」
は

二
格
に
人
物
を
と
る
が
、
そ
も
そ
も

「
作
る
」
と
い
う
動

作
は
特
定

の
相
手
が
必
要
な
も
の
で
は
な
く
、
寺
村

（
一
九
八
二
、　
一
〇

〇
）
に
よ
れ
ば
必
須
補
語
は
動
作
主

（ガ
格
）
と
作
品

（
ヲ
格
）
で
あ
る
。

つ
ま
り

「
作
る
」
の
二
格
は
副
次
補
語
で
あ
り
、
受
益
者
を
標
示
す
る
た
め

の
任
意

の
要
素
と
捉
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
主
要
語

で
は
、
受
益
者

沢
先
生
）
の
た
め
に
」
を
読
み
こ
め
る
た
め
、
そ
の
使
用
が
可
能
に
な
る
と

解
釈
で
き
る
。
受
益
者
は
副
次
補
語
で
は
あ
る
が
、
オ
型
謙
譲
語
の
容
認
度

に
影
響
を
与
え
る
点
で
他
の
副
次
補
語
と
は
異
な
る
も
の
で
あ
る
。

本
稿
で
は
、
（
７ｆ
）
の
よ
う
に
人
物
を
必
須
補
語
に
取
ら
な
い
主
要
語
で

用
い
ら
れ
る
オ
型
謙
譲
語
の
用
法
を
、
オ
型
謙
譲
語
の

「
受
益
者
を
高
め
る

用
法
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。

〓
一　
オ
型
謙
譲
語
の
用
法
の
歴
史

一二
。
一　

調
査
の
概
要

本
節
で
は
、
オ
型
謙
譲
語
の
用
法
の
歴
史
に
つ
い
て
、
特
に
受
益
者
を
高

め
る
用
法
に
着
目
し
て
述
べ
る
。
接
頭
辞

「
お
」
を
冠
し
た
敬
語
は
、　
一
五

世
紀
後
半
頃
に
は
用
言
に
接
続
す
る
例
が
見
ら
れ
る
。
調
査
に
は
オ
型
謙
譲

語
の
ま
と
ま

っ
た
用
例
が
見
ら
れ
る
中
世
末
期

（
一
六
〇
〇
年
頃
）
以
降
の

以
下
の
資
料
を
対
象
と
し
た
。

中
世
末
期
―

『
天
草
版
平
家
物
語
』
、
『
エ
ソ
ポ
の
フ
ァ
ブ
ラ
ス
』
、
『
大

蔵
虎
明
本
狂
言
』

近
世
前
期
―
近
松
世
話
物
浄
瑠
璃

（『
日
本
古
典
文
学
大
系
』
四
九
所

収
作
品
）
、
『
噺
本
大
系
』

一
―
八
巻

（慶
長
―
明
和
年
間
）

近
世
後
期
―

『東
海
道
中
膝
栗
毛
』
、
『
浮
世
風
呂
』
、
『
春
色
梅
児
誉

美
』
、
『春
色
辰
巳
園
』
、
そ
の
他
黄
表
紙

・
洒
落
本
作
品

（『
日
本

古
典
文
学
大
系
』
五
九
所
収
作
品
、
『
洒
落
本
大
成
』
所
収
の
上

方
作
品
）

明
治
期
―

『
明
治
の
文
豪
』

大
正
期
―

『
新
潮
文
庫
の

一
〇
〇
冊
』
（作
者
生
年

一
八
七
〇
―

一
九

〇
〇
年
代
）



〓
Ｔ

二
　
概
観

前
節
の
資
料
か
ら
オ
型
謙
譲
語
の
用
例
を
取
り
出
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
主
要

語
で
人
物
を
取
り
う
る
補
語

［例

「会
う
」
…
二
格

（太
郎
に
会
う
）、
「誘

う
」
…
ヲ
格

（太
郎
を
誘
う
と

が
ど
の
格
か
を
調
査
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の

用
例
を
、
主
要
語
の
上
位
者
が
あ
て
は
ま
る
格
ご
と
に
分
類
し
て
表
１
に
示

し
た
。

〓
丁

〓
一　
各
時
代
の
状
況

一二
二
二
。
一　

中
世
末
期

中
世
末
期
の
文
献
で
オ
型
謙
譲
語
の
例
は
、
す
べ
て
主
要
語
の
必
須
補
語

に
上
位
者
を
と
る
際
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。

（
‐０

）

ａ

〔太
郎
冠
者
上

冗
舌

「
近

比

か

た

じ

け

な

ひ

、

今

度

の

ほ

り

た

ら

は

、

か
な
ら
ず
お
尋
申
さ
う
」
［上
位
者
…

二
格
］

（虎
明
本
狂
言
、
末
広
が
り
、
上
、
七
二
）

ｂ
　
尿
↓
祖
茎

久
し
う
御
見
廻
申
さ
ぬ
程
に
と
ぞ
ん
じ
て
参
て
御
ざ
る

【
久
し
く
ご
機
嫌
う
か
が
い
を
し
て
い
な
か

っ
た
の
で
】
［上
位
者

…
ヲ
格
］
　
　
　
　
　
（虎
明
本
狂
言
、
枕
物
狂
、
中
、
三
二
五
）

（
１１
）
に
オ
型
謙
譲
語
の
主
要
語
の
例
を
す
べ
て
挙
げ
る
。

（
１１
）

［中
世
末
期
］

ａ
　
二
格
―
尋
ね
る
、
供
、
礼
、
詫
び
言

ｂ
　
ヲ
格
―
見
舞
う

（あ
い
さ

つ
）

た
だ
し
、
中
世
末
期
の
オ
型
謙
譲
語
は
現
代
語
と
同
様
に
生
産
的
な
形
式

と
は
言
え
な
い
。
オ
型
謙
譲
語
は

「
供
」
以
外
の
主
要
語
は
す
べ
て
、
発
話

を
伴
う
動
作
で
あ
り
、
下
接
語
は
す
べ
て

「申
す
」
で
あ
る
。
「供
」
だ
け

は
唯

一
の
例
外
で
あ

っ
て
、
下
接
語
は

「申
す
」
と

「
い
た
す
」
の
両
方
が

用
い
ら
れ
る
。

（
‐２
）
ａ

［鞍
馬

へ
行
こ
う
と
誘
わ
れ
て
］
男
一Ｔ
男
こ

コ
・ユ

早
々
御
出
か

た
じ
け
な
い
、
お

つ
つ
け
お
と
も
申
さ
う
」

（虎
明
本
狂
言
、
連
歌
毘
沙
門
、
上
、
三

一
）

ｂ
　
興
筑
紫
―
丹
毬

「
よ
い

つ
れ
じ
や
程

に
、
都
ま
で
お
と
も
い
た
さ

う
」
　
　
　
　
　
　
　
（虎
明
本
狂
言
、
筑
紫
の
奥
、
上
、
六
二
）

こ
れ
に
つ
い
て
、
そ
も
そ
も

「御
供
」
は

一
三
世
紀
に
お
い
て

「
お
―
す

る
」
の
よ
う
に
見
え
る
例
や
下
接
語
と
し
て
謙
譲
語
を
伴

っ
て
い
る
よ
う
に

表 1 オ型謙譲語の用例数と上位者をとる格

時代区分 合計
補語

ニ  フ  ト カラ

受益者を

高める

中世末期

５７

５

0

(0)

５４

４

近世前期 ‐２０
① (1)

1
‐ ６

２

２２

６

近世後期 ２７‐
②

4  5
(3) (1)

２０‐
①

1

(1)

明治期 ３４３
①

‐‐２
①

２‐２
①

14  2
(3) (2)

3

(2)

大正期 ３２７
⑫

２２２
０

17    2

(3) (1)
3

(3)

[上 …延べ語数、下 (カ ッコ内)…異なり語数]



見
え
る
用
法
が
あ
る

［↓

（
１３
と
０
こ
の
こ
と
は
国
田

（
一
九
七
七
）
が
、

接
頭
辞

「
お
」
が
動
詞
に
接
続
す
る
初
期
の
例
と
し
て
挙
げ
る

『
御
湯
殿
上

日
記
』
盆

五
世
紀
後
期
～
）
よ
り
も
か
な
り
遡
る
も
の
で
あ
る
。

（
‐３
）
ａ

［道
長
が
］
白
き
犬
を
愛
し
て
な
ん
飼
は
せ
給
ひ
け
れ
ば
、
い
つ

も
御
身
を
離
れ
ず
御
供
し
け
り
。

（宇
治
拾
遺
、
巻

一
四
―

一
〇
、
四
五
〇
）

ｂ
　
且
は
十
善
帝
王
、
三
種
の
神
器
を
帯
し
て
わ
た
ら
せ
給

へ
ば
、
い

か
な
ら
ん
野
の
末
、
山
の
奥
ま
で
も
、
行
幸
の
御
供
仕
ら
ん
と
は

思
は
ず
や
　
　
　
　
　
（平
家
、
巻
七
、
福
原
落
、
下
、　
一
一
五
）

山
田

（
一
九
五
四
Ｔ

ご
）
は
、
『
平
家
物
語
』
に
お
け
る
敬
語
接
頭
辞

「
お
」
の
用
法
を
分
類
す
る
中
で
、
尊
敬
語
の
用
法

（「
御
仏
」
「御
身
」
等
）

を
挙
げ
る
と
と
も
に
、
「
お
」
を
冠
し
て
謙
譲
語
を
形
成
す
る
例
が
見
ら
れ

な
い
こ
と
を
指
摘
す
る
。　
一
見
謙
譲
語
の
よ
う
に
見
え
る

「御
供
」
「
御
送

り
」
「
御
奉
公
」
等
の
例
も

「
尊
敬
す
べ
き
人
に
対
し
て
の
動
作
作
業
を
あ

ら
は
す
名
詞
に

「
御
」
を
冠
す
る
も
の
」
で
あ
り
、
「皆
自
己
の
行
動
が
対

者
に
付
随
し
た
る
も
の
な
る
こ
と
を
あ
ら
は
す
も
の
な
れ
ば
、
根
抵
に
於
い

て
は
他
の
例
と

一
般
な
る
も
の
な
る
を
見
る
べ
し

（山
田

一
九
五
四
Ｔ

一
］、

一
五
九
Ｌ

と
、
尊
敬
語
と
し
て
捉
え
る
べ
き
で
あ
る
と
述
べ
る
。
筆
者
も

こ
れ
に
従
い
、
「
お
供
申
す
」
「
お
供
致
す
」
は
尊
敬
語
と
し
て
、
オ
型
謙
譲

語
の
成
立
以
前
か
ら
用
い
ら
れ
て
い
た
形
式
で
あ

っ
た
と
考
え
る
。

し
か
し
、
（
Ｈ
）
に
挙
げ
た

「御
供
」
以
外

の
主
要
語
の
例
に
お
い
て
、

一
四
世
紀
以
前
の
用
例
は
見
ら
れ
な
い
。
こ
れ
ら
の
例
で
は
、
下
接
語
が
す

べ
て

「申
す
」
で
あ
り
、
主
要
語
が
言
語
行
為
を
伴
う
。
こ
の
こ
と
か
ら
は
、

「申
す
」
が
謙
譲
語
を
生
産
的
に
作
る
形
式
と
し
て
文
法
化
さ
れ
き
っ
て
お

ら
ず
、
ヨ
ロう
」
の
意
味
を
残
し
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
。

ま
た
、
す
べ
て
の
主
要
語
が
意
志
的
な
動
作
と
捉
え
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と

は
、
「申
す
」
曾
一口う
）
と
い
う
動
作
が
意
志
的
に
行
う
動
作
で
あ
り
、
オ
型

謙
譲
語
が

「上
位
者
に
直
接
的
に
関
わ
る
意
志
的
な
動
作

（言
語
行
為
と

に
対
し
て
適
用
す
る
形
式
と
し
て
形
成
さ
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

一二
■
一Ｔ

二
　
近
世
前
期

近
世
前
期
の
文
献
で
オ
型
謙
譲
語
の
例
を
確
認
す
る
と
、
以
下
の
よ
う
な

表
現
が
見
ら
れ
る
。
近
世
前
期
の
例
は
す
べ
て
主
要
語
の
必
須
補
語
に
上
位

者
を
と
る
際
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。

（・４
）
ａ
　
御
無
心
な
が
ら
ま

一
度
お
尋
ね
申
し
た
い

［上
位
者
…
二
格
］

【
も
う

一
度
お
尋
ね
し
た
い
】

（近
松
浄
瑠
璃
、
心
中
天
の
網
島
、
上
、
三
八
〇
）

ｂ
　
毎
晩
毎
晩
寝
込
に
お
見
廻
申
せ
ど
も
。　
一
度
も
本
望
遂
げ
さ
せ
ぬ
。

［上
位
者
…
ヲ
格
］
【
お
見
舞
い
す
る
け
れ
ど
も
】

（近
松
浄
瑠
璃
、
大
経
師
昔
暦
、
上
、
三
二
二
）

た
だ
し
、
近
世
前
期
で
は
、
「申
す
」
の
主
要
語
が
言
語
行
為
を
伴
わ
な

い
と
考
え
ら
れ
る
も
の
も
含
ま
れ
る
。

（‐５
）
ａ
　
其
儀
に
て
御
さ
あ
ら
は
、
子
に
て
候
者
を
も
御
目
見
え
申
さ
せ
た

き
と
て
、
［上
位
者
…
二
格
］

（き
の
ふ
は
け
ふ
の
物
語
、
上
、
二
四
、
①
、
三
八

一
）

ｂ
　
い
や
、
わ
た
く
し
ハ
お
見
し
り
申
ま
せ
ぬ
。
［上
位
者
…
ヲ
格
］



（軽
口
蓬
莱
山
、
巻
四
、
⑦
、
二
七

一
）

こ
の
こ
と
か
ら
、
主
要
語
の
範
囲
は
中
世
末
期
よ
り
も
拡
張
し
て
い
る
と

い
え
る
。

〓
Ｔ

〓
丁

〓
一　
近
世
後
期

近
世
後
期
に
お
い
て
も
ほ
と
ん
ど
の
例
は
主
要
語
の
必
須
補
語
に
上
位
者

を
と
る
表
現
で
あ
る
。

（
‐６
）
ａ

〔鬼
↓
米
△

「
利

［利
子
］
は
初
手
に
お
も
ら
ひ
申
し
ま
し
た
か
ら
、

七
両

で
は

一
歩
お
返
し
申
し
ま
す
」
［と
も
に
上
位
者
…
二
格
］

【
一
歩
お
返
し
し
ま
す
】（春

色
辰
巳
園
、
四
編
、
巻

一
一
、
四

一
七
）

ｂ
　
〔下
女
↓
福
２

「
ま
づ
愛
は
斯
し
て
お
い
て
、
お
と

つ
さ
ん
所

へ
お

つ
れ
申
ま
せ
う
」
［上
位
者
…
ヲ
格
］
【
お
父
さ
ん
の
と
こ
ろ
へ
お

連
れ
し
ま
し
ょ
う
】
　
　
　
　
（浮
世
風
呂
、
四
編
下
、
二
九
四
）

た
だ
し
、
近
世
後
期
で
は
、
補
語
に
人
物
を
と
ら
な
い
主
要
語
が
オ
型
謙

譲
語
と
し
て
用
い
ら
れ
る
例
が
あ
り
、
受
益
者
を
高
め
る
用
法
と
し
て
解
釈

可
能

で
あ
る
。
（
１７
）
で
は
動
詞

「
ま
け
る
」
は

「人
物
十
二
」
と
い
う
格

を
と
ら
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る

（「
＊
太
郎
に
ま
け
る
し

が
オ
型
謙
譲
語
が

用
い
ら
れ
て
い
る
。

（
・７
）

得
↓
北
Δ

「
そ
れ
は
高
直
じ
や
」
晃
八
↓
Ё

「
す
こ
し
は
お
ま
け
申
ま

せ
う
」
蒙
７
し
は
お
ま
け
し
ま
し
ょ
う
】

（東
海
道
中
膝
栗
毛
、
二
編
上
、　
一
〇
三
）

三

・
三

・
四
　
明
治
期

。
大
正
期

明
治
期

・
大
正
期
も
、
ほ
と
ん
ど
の
例
は
主
要
語
の
必
須
補
語
に
上
位
者

を
と
り
う
る
。

（
‐８
）
ａ

「
御
免
な
さ
い
。
で
も
、
ど
う
し
て
も

一
度
お
会
い
し
て
、
御
相

談
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
。
私
の

一
身
上
の
こ
と
で
す
。
」

［上
位
者
…

二
格
］
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（青
春
の
嵯
映
、
六
）

ｂ

「
河
野
で
も
承
り
及
ん
で
、
英
吉
君
の
母
な
ど
も
大
き
に
お
案
じ

申
し
て
居
り
ま
す
。
」
［上
位
者
…
ヲ
格
］
　

　

（女
系
図
、
五
五
）

た
だ
し
、
（
‐７
）
と
同
様
に
、
補
語
に
人
物
を
想
定
し
に
く
い
主
要
語
で
、

オ
型
謙
譲
語
が
用
い
ら
れ
る
例
も
あ
る
。

（
‐９
）
ａ

〔道
子
↓
理
学
古

「
ま
あ
、
辛
う
ご
ざ
ん
す
よ
、
こ
れ
じ
ゃ
ご

と
銅

壺
の
湯
を
注
し
て
、
杓
文
字
で

一
つ
軽
く
圧
え
て
、
Ｅ
子
↓
理
学
古

「
お
装
け
申
し
ま
し
ょ
う
、
」
と
艶
麗
に
云
う
。
７
あ
な
た
に
ご

は
ん
を

つ
け
る
］　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（女
系
図
、
三
〇
）

ｂ
　
呈
人
↓
女
Ё

こ
れ
、
早
う

［お
客
の
］
御
味
噌
汁
を
お
易

へ
申
し

て
来
な
い
か
」
［
＊
客
に
味
噌
汁
を
替
え
る
］（金

色
夜
叉
、
第
二
章
）

Ｃ
　

円

附
↓
女
唇

「
早

速

一
合

、

酒

は

良

い

の

を

」

／

要

一房
↓
門
世

「
え

え
、
も
う
飛
切
り
の
を
お

つ
け
申
し
ま
す
よ
」
［
＊
あ
な
た
に
酒

を

つ
け
る

（温
め
る
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（歌
行
燈
、
三
）

こ
の
こ
と
か
ら
、
オ
型
謙
譲
語
の
受
益
者
を
高
め
る
用
法
は
近
代
に
入

っ
て

も
見
ら
れ
、
定
着
し
て
い
る
と
い
え
る
。



三

・
四
　
ま
と
め
―
オ
型
謙
譲
語
の
歴
史
的
変
化

本
節
で
述
べ
た
歴
史
的
変
化
を
振
り
返
る
と
、
オ
型
謙
譲
語
は
中
世
に
お

い
て
、
「言
語
行
為
を
伴
う
動
作
の
相
手
」
を
高
め
る
形
式
で
あ

っ
た
が
、

近
世
以
降
は
言
語
行
為
に
限
ら
ず
、
「意
志
的
な
動
作
の
対
象

・
相
手

（ほ

か
と

を
高
め
る
表
現
と
し
て
用
い
ら
れ
た
。
さ
ら
に
、
近
代
以
降
、
必
須

補
語
に
上
位
者
を
と
れ
な
い
主
要
語
で
も
、
受
益
者
を
高
め
る
用
法

［↓

（・７
）
。
（‐９
】

が

一
般
化
し
て
お
り
、
通
時
的
に
オ
型
謙
譲
語
の
用
法
が
拡

張
し
た
と
い
え
る
。

四
　
歴
史
的
変
化
の
要
因

四

・
一　
申
し
出
表
現
の
歴
史
的
変
遷

筆
者
は
オ
型
謙
譲
語
に
受
益
者
を
高
め
る
新
用
法
が
形
成
さ
れ
た
の
は
、

利
益
の
表
し
方
に
関
す
る
語
用
論
的
な
制
約
が
変
化
し
た
た
め
と
考
え
る
。

森

（二
〇

一
一
）
で
は
、
話
し
手
が
聞
き
手
の
利
益
に
な
る
行
為
を
行
う

こ
と
を
申
し
出
る
表
現

（以
下
、
申
し
出
表
現
）
の
歴
史
に
つ
い
て
、
調
査

を
行

っ
た
。
現
代
語
で
は
、
与
益
表
現
謙
譲
語

（「
て
あ
げ
る
」
「
て
さ
し
あ

げ
る
」
「
て
し
ん
ず
る
」
等
）
を
用
い
て
上
位
者
に
申
し
出
を
行
う
こ
と
は

丁
寧
で
は
な
い
。

（２０
）

［学
生
か
ら
先
生
へ
の
発
話
］

ａ
　
先
生
、
コ
ー
ヒ
ー
を

｛＃
入
れ
て
あ
げ
ま
す
／
＃
入
れ
て
さ
し
あ

げ
ま
す
／
お
入
れ
し
ま
す
）
。

ｂ
　
先
生
、
か
ば
ん
を

（＃
持

っ
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
か
／
＃
持
っ
て
さ

し
あ
げ
ま
し
ょ
う
か
／
お
持
ち
し
ま
し
ょ
う
か
）。

こ
の
与
益
表
現
に
よ
る
申
し
出
表
現
の
歴
史
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
近
世

以
前
は
、
与
益
表
現
謙
譲
語

（「
て
あ
げ
る
」
「
て
さ
し
あ
げ
る
」
「
て
し
ん

ず
る
」
等
）
を
用
い
た
申
し
出
表
現
は
上
位
者
に
用
い
ら
れ
た
例
が

一
定
数

あ
る

［↓
表
２
］
。
与
益
表
現
に
よ
る
申
し
出
が
上
位
者
に
も
用
い
う
る
丁

寧
な
表
現
で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（２‐
）
ａ

［雷
は
中
風
ぎ
み
で
あ
る
と
診
断
さ
れ
た
］
詈
↓
医
函

天
「
ま
で
さ

や
う
の
事
は
じ
ら
な
ん
だ
、
い
そ
ひ
で
な
を
せ
」
医
師
↓
言

「私

は
第

一
針
が
上
手
で
ご
ざ
る
、
た
て
な
を
ひ
て
し
ん
ぜ
う
」
【針

を
立
て
て

（病
気
を
治
し
て
）
あ
げ
ま
し
ょ
う
。
】

（虎
明
本
狂
言
、
雷
、
中
、　
一
五
）

ｂ
　
〔女
一房
↓
や
こ

「
ヲ
ヲ
、
長
ば
な
し
で
骸
が
乾
く
の
も
忘
れ
た
」
軍
す

↓
女
一房
〕
「私
が

［お
湯
を
］
汲
で
上
ま
せ
う
」

（浮
世
風
呂
、
二
編
下
、　
一
五
六
）

表2 与益表現による申し出表現

(森 2011、 20)

時代
申し出表現

全数 対上位者

中世末期～

近世前期
37(5139%)

近世後期 24(4898%)

明治期 11 (94896)

大正・昭和期 8 (82596)

昭和期 15 (1128%)



し
か
し
、
明
治
期
以
降
、
与
益
表
現
に
よ
る
申
し
出
表
現
は
上
位
者
に
用

い
ら
れ
る
割
合
が
減
少
し
、
与
益
表
現
の
待
遇
価
値
が
下
が

っ
た
と
考
え
ら

れ
る
。

つ
ま
り
、
近
代
以
降
、
「
聞
き
手
に
対
す
る
利
益
を
示
し
て
は
い
け

な
い
」
と
い
う
語
用
論
的
制
約
が
成
立
し
、
与
益
表
現
が
上
位
者
に
用
い
る

こ
と
が
で
き
な
く
な

っ
た
。

こ
の
た
め
、
近
代
に
入

っ
て
与
益
表
現
で
上
位
者
に
対
す
る
配
慮
を
示
す

こ
と
は
難
し
く
な
る
。
し
か
し
、
依
然
と
し
て
上
位
者
に
対
し
て
敬
語
使
用

に
よ

っ
て
配
慮
を
示
そ
う
と
す
る
動
機
は
存
在
す
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
こ

れ
ら
の
動
機
を
と
も
に
満
た
す
も
の
と
し
て
、
オ
型
謙
譲
語
に
受
益
者
を
高

め
る
用
法
が
生
ま
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

四

。
ニ
　
オ
型
謙
譲
語
の
文
法
化

四

。
二

。
一　

オ
型
謙
譲
語
の
語
彙
的
資
源

三
節
で
見
た
、
オ
型
謙
譲
語
の
歴
史
的
変
化
は
、
ヨ
ロ
う
」
の
意
味
を
持

つ

「申
す
」
を
語
彙
的
資
源
と
し
た
文
法
化
の
過
程
と
も
解
釈
で
き
る
。

オ
型
謙
譲
語
の
拡
張
の
様
相
を
振
り
返

っ
て
お
く
と
、
オ
型
謙
譲
語
は
中

世
期
に

「言
う
」
の
謙
譲
語
形

「申
す
」
を
語
彙
的
資
源
と
し
て
機
能
語
と

な

っ
た
。
喜
口
う
」
の
原
義
か
ら

「相
手
に
直
接
的
に
関
わ
る
意
志
的
な
動

作
」
に
付
与
さ
れ
て
き
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
近
世
後
期
以
降
に
受
益

者
を
高
め
る
新
用
法
が
生
ま
れ
た
が
、
上
位
者
に
利
益
を
与
え
る
動
作
も
意

志
的
な
動
作
で
あ
る
こ
と
に
は
変
わ
り
な
く
、
そ
の
点
で
用
法
を
逸
脱
す
る

も
の
で
は
な
か

っ
た
。

四

。
二

・
二
　
補
助
動
詞
型
謙
譲
語
と
の
対
照

こ
の
オ
型
謙
譲
語
の

「
主
要
語
に
意
志
的
な
動
作
を
表
す
も
の
を
取
る
」

性
質
は
、
中
古
語
か
ら
見
ら
れ
る
謙
譲
語
の
補
助
動
詞
と
は
異
な
る
。
オ
型

謙
譲
語
以
前
に
は
、
動
詞
に

「
奉
る
」
「
参
ら
す
」
等
の
補
助
動
詞
を
接
続

す
る
謙
譲
語
形
式

（以
下
、
補
助
動
詞
型
謙
譲
語
）
が
と
ら
れ
て
い
た
。
中

世
後
期
以
降
に
見
ら
れ
る
オ
型
謙
譲
語
は
、
そ
の
構
成
上
で
謙
譲
語
の
補
助

動
詞
が
利
用
さ
れ
て
は
い
る
も
の
の
、
語
幹
部
分
を
オ
型
に
し
て
い
る
点
で

そ
れ
ま
で
と
は
全
く
異
な
る
形
態
上
の
特
徴
を
持

つ
と
い
え
る
。

ま
た
用
法
の
面
で
も
、
現
代
語
の
オ
型
謙
譲
語
で
は
動
作
の
意
志
性
が
非

常
に
重
要
で
あ
る
の
に
対
し
、
中
古
語
の
謙
譲
語
は
意
志
性
の
な
い
動
詞
に

接
続
し
た
と
き
に
も
用
い
ら
れ
て
い
る
。
中
古
語
の
補
助
動
詞
型
謙
譲
語
は
、

上
位
者
が
含
ま
れ
る
集
合
操
作
、
受
身
、
非
意
志
的
な
状
態
変
化
の
述
語

［↓

（
２２
と

な
ど
上
位
者
に
関
わ
る
こ
と
で
あ
れ
ば
、
広
く
用
い
る
こ
と
が

で
き
る

（森
山

一
九
九
〇
、
二
〇
〇
三
）
。
以
下
、
国
語
訳
は

『新
編
日
本

古
典
文
学
全
集
』
の
該
当
部
分
の
訳
を
挙
げ
て
い
る
。

（２２
）
ａ
　
中
宮
、
右
大
ゐ
殿
よ
り
は
じ
め
た
て
ま

つ
り
て
、
【
中
宮
様
や
右

大
臣
様
を
御
は
じ
め
と
い
た
し
ま
し
て
】
［集
合
操
作
］

（落
窪
、
巻
三
、
三
二
九
）

ｂ
　
零
刀
↓
を
」芭

〓
姫
君
か
ら
の
手
紙
を
蔵
人
の
少
将
に
］
Ｔ
』
か

う
し
て
取
ら
れ
た
て
ま

つ
り
ぬ
。
Ｔ
」
う
し
て
＊
お
取
ら
れ
し
て

し
ま
い
ま
し
た
】
［受
身
］
　

　

　

　

　

（落
窪
、
巻

一
、
六
三
）

ｃ
　
雲
↓
き

「
い
は
け
な
か
り
し
ほ
ど
に
、
故
院
に
お
く
れ
た
て
ま

つ

り
て
、
【
幼
少
の
時
に
故
院
に
先
立
た
れ
申
し
て
】
［非
意
志
的
動



作
］　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（源
氏
、
椎
本
、
⑤

一
九
九
）

補
助
動
詞
型
謙
譲
語
の
こ
れ
ら
の
用
法
は
近
世
に
も
見
ら
れ
、
文
語
文
の

ス
タ
イ
ル
で
は
あ
る
も
の
の
、
そ
の
性
質
は
引
き
継
が
れ
て
い
る
。

一
方
現
代
語
の
オ
型
謙
譲
語
で
は
、
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
表
現
し
づ
ら
い
。

（２３
）
ａ
＊
山
田
先
生
を
お
は
じ
め
と
し
て
、
鈴
木
先
生
、
佐
藤
先
生
な
ど
お

世
話
に
な
っ
た
先
生
が
多
く
出
席
し
て
く
だ
さ
っ
た
。
［集
合
操

五
　
ま
と
め

本
稿
で
は
、
以
下
の
こ
と
を
述
べ
た
。

（２４
）
ａ
　
現
代
語
の
オ
型
謙
譲
語
に
は
、
必
須
補
語
を
高
め
る
用
法
と
と
も

に
、
副
次
補
語
の
受
益
者
を
高
め
る
用
法
が
あ
る
。
雪
一節
］

ｂ
　
オ
型
謙
譲
語
は

「申
す
」
を
語
彙
的
資
源
と
し
、
中
世
末
期
に
お

い
て
は
言
語
行
為
の
相
手
を
高
め
る
用
法
で
用
い
ら
れ
た
。
そ
の

後
近
世
で
は
言
語
行
為
に
限
ら
ず
意
志
的
な
動
作
の
必
須
補
語
を

高
め
る
用
法
で
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
さ
ら
に
近
世
後
期
以

降
、
受
益
者
を
高
め
る
用
法
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
冨
一節
］

ｃ
　
オ
型
謙
譲
語
に
受
益
者
を
高
め
る
用
法
が
成
立
し
た
要
因
は
、
利

益
の
表
し
方
に
関
す
る
語
用
論
的
制
約
の
変
化
の
た
め
で
あ
る
。

近
代
以
降
与
益
表
現
を
用
い
て
上
位
者
に
対
す
る
利
益
が
あ
る
こ

と
を
示
す
こ
と
は
丁
寧
な
運
用
で
は
な
く
な

っ
て
い
る
。
そ
れ
に

よ
り
、
上
位
者
が
受
益
者
で
あ
る
と
き
は
、
利
益
に
つ
い
て
指
定

し
な
い
オ
型
謙
譲
語
の
用
法
が
拡
張
し
て
用
い
ら
れ
る
よ
う
に

な

っ
た
。
［四
節
］

圧̈（１
）

本
稿
で
扱
う

「謙
譲
語
」
は
素
材
敬
語
と
し
て
用
い
ら
れ
る

「謙
譲
語
Ａ

（菊
地

一
九
九
四
と

に
限
定
し
て
い
る
。
「参
る
」
「申
す
」
な
ど
対
者
敬
語

の
機
能
を
持
つ
「謙
譲
語
Ｂ
」
に
つ
い
て
は
、
本
稿
で
は
取
り
上
げ
な
い
。

（２
）

「
お
」
は
中
古
に
お
い
て
は
名
詞
に
接
続
す
る
用
法
が
基
本
的
な
用
法
で

あ
っ
た
が
、
中
世
に
入
る
と
下
接
語
の
範
囲
が
拡
大
す
る
。
国
田

（
一
九
七

七
）
は

『御
湯
殿
上
日
記
』
に
動
詞
に
接
続
す
る
例
が
あ
る
こ
と
を
示
し
て

い

る

。

甲
己

［文
明

一
六

（
一
四
八
四
）
年
七
月

一
八
日
］
御
て
う
し
御
も
た
せ
ら

る
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（国
田

一
九
七
七
、　
〓

し

（３
）

矢
野

（
一
九
七
六
）
等
に
従
い
、
上
方
語
が
反
映
さ
れ
て
い
る
と
さ
れ
る

資
料
を
用
い
た
。
使
用
し
た
資
料
は
以
下
の
通
り
。
『穿
当
珍
話
』
『聖
遊

郭
』
『月
花
余
情
』
『陽
台
遺
編
』
『姓
閣
秘
言
』
『新
月
花
余
情
』
『郭
中
奇

作
］　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
近
代
以
降

「
て
く
れ
る
」
「
て
く
る
」
の
間
接
受
影
用
法

（山
田
二
〇
〇

ｂ
＊
先
生
に
お
先
立
た
れ
し
て
、
と
て
も
辛
い
。

［受
身
］
　

　

　

　

　

　

四
、
森
二
〇

一
〇
）
等
、
受
益
者

（被
影
響
者
）
を
標
示
す
る
文
法
形
式
が

ｃ
＊
先
生
の
荷
物
を
お
な
く
し
し
て
、
先
生
に
謝

っ
た
。
［非
意
志
的
　
　
成
立
し
て
お
り
、
受
益
者
の
標
示
は
古
代
語
か
ら
近
代
語

へ
の
大
き
な
変
化

動
作
］　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
考
え
ら
れ
る
。
本
稿
で
述
べ
た
オ
型
謙
譲
語
の
変
化
も
そ
の
潮
流
の

一
つ

オ
型
謙
譲
語
は
こ
の
よ
う
な
意
志
性
の
な
い
と
き
の
用
法
は
引
き
継
が
ず
、　
　
の
表
れ
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

オ
型
謙
譲
語
独
自
で
用
法
を
拡
張
さ
せ
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。



諄

（異
本
と

『風
流
裸
人
形
』
『見
脈
医
術
虚
辞
先
生
穴
賢
』
『短
華
蕊
葉
』

『北
華
通
情
』
『眸
の
す
じ
書
』
『十
界
和
尚
話
』
冨
一昨

一
致
う
か
れ
草
紙
』

『南
遊
記
』
『当
世
嘘
の
川
』
『滑
稽
粋
言
霜
潜
妻
』
『当
世
粋
の
曙
』
『河
東

方
言
箱
枕
』
『北
川
蜆
殻
』

（４
）

西
岡

（二
〇

一
一
）
に
よ
れ
ば
、
南
琉
球
八
重
山

・
竹
富
島
方
言
に
は
、

「申
し
上
げ
る
」
を
原
義
と
す
る
謙
譲
語
Ａ
形
式

「
ッ
シ
ャ
ル
リ
ン
」
が
あ

る
が
、
そ
れ
ら
は
前
接
語
に

「発
言
的
内
容
を
含
む
と
い
う
文
脈
の
も
と
で

初
め
て
使
用
可
と
な
る

（同
、
六
〇
と

と
い
う
。
こ
の
こ
と
か
ら
は
中
世

末
期
の
オ
型
謙
譲
語

「
お
―
申
す
」
と
通
じ
る
運
用
が
な
さ
れ
て
い
た
可
能

性
が
示
唆
さ
れ
る
。

（５
）

た
だ
し
、
主
要
語
の
補
語
に
上
位
者
が
想
定
で
き
な
い
と
き
の
オ
型
謙
譲

語
の
例
は
近
世
後
期
か
ら
見
ら
れ
る
が
、
申
し
出
表
現
に
お
け
る
与
益
表
現

の
待
遇
価
値
が
下
が
っ
て
い
る
の
は
明
治
期
に
入
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
変
化

の
時
期
が

一
致
し
な
い
点
は
問
題
で
あ
る
が
、
（１７
）
の

『東
海
道
中
膝
栗

毛
』
は
町
人
か
ら
侍
へ
の
例
で
あ
り
、
特
に
丁
寧
さ
の
求
め
ら
れ
る
場
面
と

考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
場
面
で
は

「聞
き
手
へ
の
利
益
を
示
し
て
は
い

け
な
い
」
と
い
う
語
用
論
的
制
約
が
先
行
し
て
適
用
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が

あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
他
の
文
献
も
含
め
て
今
後
さ
ら
に
調
査
を
進
め
た

い

。

（６
）

た
だ
し
、
そ
の
承
接
が
全
く
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
近
年
で
も
三
島
由
紀

夫

『宴
の
あ
と
』
に
は
以
下
の
例
が
見
ら
れ
る
。

Ｔ
己

そ
れ
か
ら
、
こ
の
間
あ
な
た
に
お
頼
ま
れ
し
た
労
組
の
宴
会
ね
『
ニ

（宴
の
あ
と
、
森
山

一
九
八
九
、
五
）

資
料※

読
み
や
す
さ
の
た
め
、
本
文
を
改
め
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。
ま
た
、
調
査
に
は

一
部
、
『
日
本
古
典
文
学
大
系
』
本
文
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

（国
文
学
研
究
資
料

館
）
を
使
用
し
た
。

『落
窪
物
語
』
「
新
日
本
古
典
文
学
大
系
』
岩
波
書
店
）、
『源
氏
物
語
』
『宇

治
拾
遺
物
語
』
『東
海
道
中
膝
栗
毛
』
（以
上

『新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
』
、

小
学
館
）、
『大
蔵
虎
明
本
狂
言
』
（表
現
社
）、
『平
家
物
語
』
『近
松
浄
瑠

璃
』
『浮
世
風
呂
』
『春
色
辰
巳
園
』
（以
上

『
日
本
古
典
文
学
大
系
』、
岩
波

書
店
）、
噺
本

（『噺
本
大
系
』、
東
京
堂
出
版
）、
『
明
治
の
文
豪
』
『新
潮
文

庫
の
一
〇
〇
冊
』
（新
潮
社
）

参
考
文
献

影
山
太
郎

（
一
九
九
二
）
『文
法
と
語
形
成
』
ひ
つ
じ
書
一房

蒲
谷
宏

（
一
九
九
二
）
「
お

・
ご
ヽ
す
る
」
に
関
す
る

一
考
察
」
辻
村
敏
樹
教
授

古
稀
記
念
論
文
集
刊
行
会

（編
）
『辻
村
敏
樹
教
授
古
稀
記
念

日
本
語
史
の

諸
問
題
』

一
四

一
―

一
五
七
頁
、
明
治
書
院

菊
地
康
人

（
一
九
九
四
）
『敬
語
』
角
川
書
店

（
一
九
九
七
年
再
刊
、
講
談
社
学

術
文
庫
）

国
田
百
合
子

（
一
九
七
七
）
『女
房
詞
の
研
究
』
風
間
書
房

小
松
寿
雄

（
一
九
六
七
）
「
お
―
す
る
」
の
成
立
」
『国
語
と
国
文
学
』
四
四
―

四
、
九
二
―

一
〇
二
、
東
京
大
学
国
語
国
文
学
会

辻
村
敏
樹

（
一
九
六
八
）
『敬
語
の
史
的
研
究
』
東
京
堂
出
版

寺
村
秀
夫

（
一
九
八
二
）
『
日
本
語
の
シ
ン
タ
ク
ス
と
意
味
　
第
Ｉ
巻
』
く
ろ
し

お
出
版

西
岡
敏

（二
〇

一
一
）
「竹
富
方
言
の
敬
語
補
助
動
詞
と
対
者
敬
語
的
な
終
助
詞
」

『
日
本
語
の
研
究
』
七
―
四
、
五
五
―
六
七
頁
、
日
本
語
学
会

森
勇
太

（二
〇

一
〇
）
「移
動
を
表
さ
な
い

「―
て
く
る
」
の
成
立
―
受
益
表
現

７
て
く
れ
る
」
と
の
関
連
か
ら
―
」
『待
兼
山
論
叢

文
学
篇
』
四
四
、　
一
―

一
六
頁
、
大
阪
大
学
文
学
会

―
―
―

（二
〇

一
一
）
「申
し
出
表
現
の
歴
史
的
変
遷
―
謙
譲
語
と
与
益
表
現
の

相
互
関
係
の
観
点
か
ら
―
」
『
日
本
語
の
研
究
』
七
―
二
、　
一
七
―
三

一
頁
、

日
本
語
学
会



森
山
由
紀
子

（
一
九
八
九
）
「謙
譲
語
成
立
の
条
件
―

「謙
譲
」
の
意
味
を
さ
ぐ

る
試
み
と
し
て
」
『研
究
年
報
』
三
二
、　
一
―
二
〇
頁
、
奈
良
女
子
大
学
文

学
部

（
一
九
九
〇
）
「
落
窪
物
語
」
の
謙
譲
表
現
と
現
代
語
の
謙
譲
表
現

を
め
ぐ
る
史
的
考
察
の
端
緒
と
し
て
」
『叙
説
』

一
七
、　
一
四
―
三

奈
良
女
子
大
学
国
語
国
文
学
研
究
室

（二
〇
〇
三
）
「謙
譲
語
か
ら
見
た
敬
語
史
、
丁
寧
語
か
ら
見
た
敬

語
史
―

「尊
者
定
位
」
か
ら

「自
己
定
位
」
へ
―
」
菊
地
康
人

（編
）
『朝

倉
日
本
語
講
座
八

敬
語
』
第
十
章
、
二
〇
〇
―
三
二
四
頁
、
朝
倉
書
店

矢
野
準

（
一
九
七
六
）
「近
世
後
期
上
方
語
資
料
と
し
て
の
上
方
板
洒
落
本
類
」

『語
文
研
究
』
四

一
、
二
二
―
三

一
頁
、
九
州
大
学

山
田
敏
弘

（二
〇
〇
四
）
『
日
本
語
の
ベ
ネ
フ
ァ
ク
テ
ィ
ブ
ー

「
て
や
る
」
「
て
く

れ
る
」
「
て
も
ら
う
」
の
文
法
―
』
明
治
書
院

山
田
孝
雄

（
一
九
五
四
Ｔ

一
∪

『平
家
物
語
の
語
法
』
東
京
宝
文
館

付
記
　
本
稿
は
土
曜
こ
と
ば
の
会

（二
〇

一
一
年
四
月
三
〇
日
）
お
よ
び
第
二
四

〇
回
筑
紫
日
本
語
研
究
会

（二
〇

一
二
年
二
月

一
八
日
）
に
お
け
る
口
頭
発

表
を
基
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
発
表
に
際
し
て
、
多
く
の
方
々
に
ご
教
示
を

い
た
だ
い
た
。
こ
こ
に
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
な
お
、
本
稿
は
平
成

二
二

・
二
三
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金

（特
別
研
究
員
奨
励
費
）
「
日
本
語

授
受

。
受
益
表
現
の
歴
史
的
変
化
に
関
す
る
研
究
」
（課
題
番
号
二
二

・
三

二
九
八
）
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

（も
り

。
ゆ
う
た
　
関
西
大
学

。
日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
）

貧嚢


